
＜学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援事業 取組事例＞ 
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放課後子ども教室 

※該当する内容に○ 

学校支援 
学習支援 部活動指導 美化・環境整備 登下校指導 学校行事・その他 

    （             ） 

学校と地域の 

協働学習 

復興学習 防災教育 伝統文化・芸能 職業体験・キャリア教育 イベント・行事・その他 

    （             ） 

放課後等支援 
学習支援 体験・交流活動 遊び・スポーツ 児童クラブとの連携 その他 

○ ○ ○  （             ） 

家庭教育・ 

保護者支援 

家庭教育講座 親子参加行事 サロン・相談対応 家庭訪問相談 その他 

    （             ） 

地域課題に応じた 

学習・交流 

高齢者支援・世代間交流 心のケア・健康管理 生活再建・地域づくり 地域人材育成 その他 

    （             ） 

 

実施形態 

（該当に○） 

自治体単独実施 団体等との連携実施 大 学 と の 連 携 実 施 （連携している団体等・大学の名称） 

○ ○  特定非営利活動法人パレスチナ子どものキャンペーン  

実施主体・ 

場所等 

コーディネーター数 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ延べ人数 年間実施日数（回数） 活動場所 

学習ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ４人 

学習ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ３人 

－ 

－ 

２４０日 

１８０日 

大槌町こどもセンター 

放課後吉里っ子スクール 

 

 

 

○○○○・・・ 

自治体名 

取組概要 

活動内容 

震災後の地域の状況・仮設住宅数 

東日本大震災による津波で、町内の大部分が被災し、多くの児童が仮設住宅等から通学している。社会基盤の多くが復旧され

ていない他、町の職員も多くが被災し、人的資源も不足している。仮設住宅数は、２，１０２戸である。 

 

＜取組名＞        『大槌町こどもセンターでの放課後子ども教室』 

学校数 

＜取組の内容を具体的に記載＞ 

・対象学校名：大槌小学校、吉里吉里小学校 

・開催場所：大槌町こどもセンター、放課後吉里っ子スクール（吉里吉里小学校内） 

・学びの場を設け、予習、復習、補習等の学習活動を行う。児童の自主的な宿題や補習等の学習への取り組み作りと、

その学習内容へのアドバイス等のサポートを行う。 

・体験の場を設け、スポーツ、文化活動等の体験活動を行う。書初めや餅つき、ハロウィンパーティーなど季節ごとのイベ

ントの実施や、室内での軽スポーツ、卓球等スポーツを通じた活動を行う。 

・交流の場を設け、地域住民や異なる年齢の児童との交流活動を行う。震災復興や支援に来町しているＮＰＯ法人や民

間団体、学生ボランティア等が来館しての児童との交流活動を行う。 

・上記のほか、児童の健全育成に関し、必要と認めることを行う。 

・連携を図っているＮＰＯの主催により、従事するコーディネーターやアドバイザーを対象とした研修会が行われており、引

き続き実施する。 
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取組の変遷 

 

◇被災による課題 

東日本大震災により児童の学習及び生活環境が激変した状況を踏まえ、放課後、子どもたちが、勉強やスポー

ツ・文化活動、地域住民との交流活動等に、安全かつ安心して取り組むことができる活動拠点が必要であった。 

◇住民等からの要望・必要な取組 

今もなお生業や施設を中心とした支援による震災復興が最先端の課題であるが、子育てしやすい環境を町全

体で整えること、また、子どもの頃から地域と関わることで郷土愛を育み、すべての子どもたちが豊かで健やかに放

課後を過ごすことができる環境を整えることが必要である。 

準備段階 

 

◇協力を呼びかけた団体・関係者、役割分担 

 【大槌町こどもセンター】 

大槌町こどもセンターは、特定非営利活動法人パレスチナ子どものキャンペーンが、震災後の町の子どもの居場

所を確保するために設置管理している施設であったが、平成２４年９月からは大槌町教育委員会が施設の譲渡を

受け、放課後の子どもたちの安全・安心な活動の場を提供している。 

・町教育委員会 ・・・ 実施主体、施設管理者 

・学習アドバイザー ・・・ 地域の人材４名 

・運営スタッフ ・・・ 特定非営利活動法人パレスチナ子どものキャンペーンより１名 

・震災復興や支援で来町しているＮＰＯ法人や民間団体、学生ボランティア等の来館による交流活動 

【放課後吉里っ子スクール】 

   放課後吉里っこスクールは、吉里吉里小学校内に設置され、地域の人材２名と支援のため来町している特定非

営利活動法人のスタッフ１名を主として学習アドバイザーを依頼し、放課後の子どもたちの安全・安心な活動の場を

提供している。 

◇取組の充実や課題解決のための工夫 

・学校との連携を積極的に図り、子どもの安全について、情報の交換・共有に努めている。 

・保護者が事業に参画する機会を設けるなどして、保護者との信頼関係を築くように努めている。 

・地域のより多くの大人たちの協力を得るため、地域との連携・協力を図ることに努めている。 

体制づくり・取組の実施 

 

◇これまでの取組による成果 

・安全で安心な放課後の子ども達の居場所を確保することができた。 

・交流の場を設け、地域住民や異なる年齢の児童との交流活動を実施することができた。 

◇復興に資する内容としての数値的達成の成果 

教室名 平成２５年度利用延べ人数 平成２６年度利用延べ人数※ 

大槌町こどもセンター ７,８９４人 ４,９３６人 

放課後吉里っ子スクール １３５人 １,７８１人 

  ・平成２６年２月から実施の放課後吉里っ子スクールが通年で開催できている。 

  ※４月から１月までの実績 

◇課題や今後の展望 

・こどもセンター施設の収容能力として限界に達しており、受入の制限をしなければならない。 

成果・課題や今後の展望 


